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平成25年8月23日

各 位  

 

会 社 名 日 本 オ ラ ク ル 株 式 会 社

代 表 者 名 代 表 執 行 役  金 子 忠 浩

 （コード番号 4716 東証第一部）

問 合 せ 先
執 行 役  副 社 長 

最 高 財 務 責 任 者  
野 坂  茂

（TEL．03-6834-6666）

 
 
 

支配株主等に関する事項について 

 

 

当社の親会社であるオラクル・コーポレーションについて、支配株主等に関する事項は以下のとおりですので、

お知らせいたします。 

 

 

1.親会社等の商号等 

(平成25年5月31日現在) 

名称 属性 
議決権所有割合(％) 発行する株券が上場され

ている金融商品取引所等
直接所有分 合算対象分 計 

オラクル・コーポレーション 

(注)1 
親会社 0.00 75.0 75.0

NASDAQ(注)6 

（アメリカ合衆国） 

オラクル・システムズ・コーポレ

ーション(注)2 
親会社 0.00 75.0 75.0 ― 

オラクル・グローバル・ホールデ

ィングス・インク(注)3 
親会社 0.00 75.0 75.0 ― 

オラクル・ジャパン・ホールディ

ング・インク(注)4 
親会社 75.0 0.00 75.0 ― 

(注）1．当社の実質的な親会社であります。 

2．オラクル・コーポレーションの子会社であります。 

3．オラクル・システムズ・コーポレーションの子会社であります。 

4．オラクル・グローバル・ホールディングス・インクの子会社であり、当社の直接の親会社であります。 

5．親会社等の議決権所有割合は持株数比率とは異なります。 

6. 平成25年7月15日付で上場市場をナスダック証券取引所から米国ニューヨーク証券取引所に変更しております。 
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2．親会社等のうち、上場会社に与える影響が最も大きいと認められる会社の商号およびその理由 

(1) 商号 

オラクル・コーポレーション 

(2) 理由 

当社は、オラクル・コーポレーションを中心とする企業集団に属しております。当企業集団は世界各

地で、オラクル・コーポレーションが開発した製品の販売および当該製品の利用を支援する各種サービ

スの提供を行っており、当社は日本市場における同社製品の販売および各種サービス提供を担っており

ます。 

当社は、オラクル・コーポレーションの製品・技術に依存しており、オラクル・コーポレーションの

事業戦略が当社の経営成績および財政状態等に与える影響が大きいと認められるため、同社を実質的な

親会社としております。 

 

3．親会社等の企業グループにおける上場会社の位置付けその他の上場会社と親会社等との関係 

当社は、当社の議決権の75.0％を間接的に所有するオラクル・コーポレーションを実質的な親会社とし、

同社を中心とする企業集団に属しております。当社は日本市場において、顧客の事業活動を支え成長を支

援する、クラウド・コンピューティング環境を含む情報技術（IT）環境の構築・運用に利用されるリレー

ショナルデータベース管理システム、ミドルウェアおよびアプリケーション等のソフトウェア、ならびに

サーバー、ストレージ、ネットワーク機器等のハードウェアを販売し、また、一部の製品はクラウド・コ

ンピューティング環境を通じて、サービス利用型のサブスクリプション形態で提供しております。さらに、

当社はこれら製品の導入や利用を支援する各種サービスの提供を担っております。当社は、オラクル・コ

ーポレーションおよびその子会社から製品の供給を受け、製品仕入代金や製品売上高の一定割合のロイヤ

ルティを支払っております。 

当社の取締役8名のうち、親会社から1名が取締役 執行役 社長 最高経営責任者、3名が社外取締役と

して選任されております。当社は、当該取締役から、製品・サービスに精通した立場から、経営に対する

有用な助言を受けるとともに、親会社との連携の緊密化を図っています。 

なお、当社の事業展開にあたっては、当社の取締役会、執行役および執行役員により、独立した企業体

として経営の意思決定と事業活動を行っております。 

 

 （役員の兼務状況） 

役職 氏 名 親会社での役職 就任理由 

取締役 

執行役 社長 

最高経営責任者 

デレク・エイチ・ウイリアムズ 
エグゼクティブ・バイス・ 

プレジデント 

製品・サービスに精通した立場から、経営

に対する有用な助言を受けるとともに、親

会社との連携の緊密化を図るため。 

取締役会長 遠 藤 隆 雄 シニア・バイス・プレジデント
親会社との連携の緊密化を図り当社経営

へ資するため。 

取締役 ジョン・エル・ホール 
シニア・バイス・プレジデント

オラクル・ユニバーシティ 

製品・サービスに精通した立場から、経営

に対する有用な助言を受けるとともに、親

会社との連携の緊密化を図るため。 

取締役 エリック・アール・ボール 
シニア・バイス・プレジデント

トレジャラー 

取締役 グレゴリー・アール・デイヴィス

アジア・パシフィック アンド

ジャパン 

バイス・プレジデント ファイ

ナンス 
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4．支配株主等との取引に関する事項 

   平成25年6月27日発表の「平成25年5月期 決算短信(非連結)」26ページ「関連当事者との取引」を

ご参照ください。 

 

 

5．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策の履行状況 

当社は、オラクル・コーポレーションおよびその子会社から製品の供給を受け、製品仕入代金や製品売

上高の一定割合のロイヤルティを支払っております。 

当社は、オラクル・コーポレーションが開発した製品の国内市場における販売と、これらに付随する関連

サービスの提供を主たる業務としているため、当社独自の研究開発活動は行っておりません。 

親会社からの独立性の確保の点では、当社の事業展開における最終的な意思決定は取締役会が行っており、

それぞれの取締役は当社ならびにすべての株主にとって最善の利益となるよう考慮し、決定を行っておりま

す。 

 

 

以上 


